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あ
め
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な
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ぬ
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か
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天
御
中
主
神

た
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み
む
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び
の
か
み

か
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む
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の
か
み

高
皇
産
霊
神
・
神
皇
産
霊
神

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

伊
弊
諾
尊
・
伊
弊
閂
尊

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

す
ぐ
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

国
常
立
尊
・
大
己
貴
命
・
少
彦
名
命

し
よ
う
い
も
い
い
な
り
お
お
か
み

正
一
位
稲
荷
大
神

す
か
わ
ら
お
お
か
蝉

菅
原
大
神

す
い
て
ん
ぐ
う
お
お
か
み

水
天
宮
大
神

外
に
二
十
一
柱
の
神
を
お
ま
つ
り
し
て
い
ま
す
。

●桜神宮公式SNS

ご祭儀やﾉ1毎の御朱印などのお知らせを随時更新しております。

ホームベージ X (Twitter) Instagram

蕊
@sakurajingu @SAKURA.JINGU
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鮒:冊＃ 「桜神宮崇敬会」

本会は、神々や祖先のご恩に感謝し、ご祭神の神威の発揚を仰ぎひとり

でも多くの方に、日々平安にお過ごしいただくと共に、桜新I1IJ-にお住まい

の方はもちろん、遠方にお住まいの方でも桜神宮とのご縁を大切にしたい

という方のために発会されました。

会貝の皆様には､年頭の御神札の授与をはじめ､会報の送付､昇殿参拝、

神前冥想の参加､挙式や神葬祭などの執行のほか､多くの特典がありますb

皆様と桜神向ご祭神のご神縁を結ぶ会に、ぜひご加入ください。
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韓
川

一
▼
御
神
体
の
由
籍

御
神
体
は
菊
花
十
六
弁
の
「
御
鏡
」

で
す
。
こ
れ
は
明
治
維
新
以
前
、
東
京

深
川
需
岸
島
四
日
巾
町
拝
領
屋
敷
で
慶

光
院
が
朝
廷
よ
り
許
可
（
勅
許
）
を
得

て
江
戸
時
代
で
は
全
国
で
唯
一
奉
斎
さ

れ
て
い
た
（
伊
勢
神
宮
天
照
坐
皇
大
神

の
）
神
明
宮
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
こ
の
御
鈍
が
維
新
後
、
伊
勢

桜
神
宮
の
社
殿
は
、
明
治
十
七
年
に

神
田
今
川
小
路
に
建
立
さ
れ
、
大
正
十

一
年
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
た
も
の

で
、
奥
殿
に
は
千
木
、
鰹
木
が
あ
り
幣

殿
、
拝
殿
か
ら
な
る
神
明
造
り
と
春
日

桜
神
宮
は
明
治
十
五
年
神
田
今
川
小

路
に
刺
建
さ
れ
た
天
照
大
御
神
を
は
じ

め
、
日
本
の
神
々
を
お
祀
り
す
る
（
日

本
の
記
紀
神
話
を
中
心
と
し
た
神
々
を

お
祀
り
す
る
）
神
宮
で
す
。

大
正
四
年
、
速
や
か
に
西
の
方
角
に
移

転
す
る
よ
う
神
託
が
下
り
、
大
正
八
年
か

ら
十
一
年
に
か
け
て
社
殿
を
現
在
の
世

川
谷
区
桜
新
町
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
関
東
大
地
震
（
大
正
十
三

年
）
の
災
害
、
並
び
に
太
平
洋
戦
争
の
戦

火
か
ら
も
免
れ
、
火
伏
せ
、
災
難
除
け
の

宮
と
し
て
も
染
敬
を
集
め
ま
し
た
。

創
建
し
た
芳
村
旺
乗
は
大
巾
脈
家
六

十
矼
代
の
後
擶
で
、
明
治
初
期
に
伊
勢

神
桝
筆
頭
側
宜
、
神
宮
支
庁
東
京
出
張

所
（
東
京
大
神
桝
の
前
身
）
所
長
、
能
川

神
宮
宮
司
を
歴
任
し
、
一
位
肘
（
小
川

慶
子
様
）
の
要
請
に
よ
り
三
年
に
一
旦
り

大
肚
天
皇
の
仙
簾
祈
服
を
行
い
、
明
治

政
府
の
典
人
、
神
社
界
他
、
多
く
の
人
々

か
ら
信
望
を
柴
め
、
神
道
神
職
と
し
て

▼
御
由
鰭

鮒

▼
社
殿

▼主な年中行事
繊卜主儀ﾈLと諸祭祈願のご案内
.、!‘,｣､、－．．．－‐ 鮒 ＃

四方拝 1月1日

元始祭 1月3日

節分祭 2月3日

春季大祭(釜鳴り神事､火渡り）

4月9日若しくは前後の日曜日

秋季中祭(釜鳴り神事､湯立て）

9月17日若しくは前後の日曜日

慰霊大祭

芳村正乗祭

夏越し大祓

師走大祓

月次祭

祈祷祭

7月第2日曜日

1月21日

6月30日

12月27日

毎月9日､21日､27日

毎月17日

大中臣八方清メ

桜神宮特別祈祷「大中臣八方清メ」は、全国で唯一桜神宮だけで執り

行われている、古式神道の由緒正しい御祈祷です。当宮では神話の時代より

継承されたこの祓い清めの神事により、災いを取り除き、皆様の人生が

素晴らしいものになるように誠心誠意ご奉仕申し上げます。

（二>厄除

祓えを司る神々の神威の発揚を願い男性は25歳､42歳､61歳､女性は

19歳､33歳､37歳に厄を祓います。

、商売繁昌

正一位稲荷大神を祀り、商売繁盛､社運隆昌を祈ります。

（皇)合格祈願

菅原大神を祀り、入学試験をはじめ諸々の合格祈願をいたします。

O安産祈願

五ケ月目の戌の日に神前に詣で水天宮の大神に安産を祈願します。

（こ)良縁成就

I駕謡鰐ｻと僻弊諾尊儒鍵縛尊に良い緑があり無事結ば’
C健康祈願

病気平癒の神である国常立尊、大己責命、少名彦名命に病気が治り

一日も早く健康になるよう祈ります。 ‘
○その他諸祭祈願

必勝祈願、心願成就、自動車祓､旅行安全ほか。

問
，
Ⅱ
創
出
判
、
Ｉ

叩
岬

献
血
州
弛
閂
・
州
Ⅱ
ｒ
貼

附
ｒ
”
紳
舳

ご どヮ じ 区 く しき かさ な ’'ん じ

◆御動事御供式(釜鳴り神事）
心身の罪穂れを清めるとともに､吉凶

占いもできるという神事です。これは釜

の中に米を入れて炊き､神言と手印で

神事を行い､気合い｢工イッ｣とかけると、

｢ウオーン｣と釜が鳴りはじめます｡神事

終了後は参拝者が釜湯を口にして､飲

むことによって神徳にあずかり､健康成

就や幸福を招くといわれています。

神
宮
に
御
奉
遷
さ
れ
、
神
宮
祭
主
久
邇

宮
朝
彦
親
王
が
み
ず
か
ら
天
照
坐
皇
大

神
の
御
分
神
を
分
霊
し
、
信
任
を
よ
せ

て
い
た
芳
村
正
茉
が
神
宮
を
辞
任
す
る

際
に
授
け
ま
し
た
。

（
注
）
分
霊
と
は
、
御
鏡
も
そ
の
ま
ま
で
は
た

だ
の
鏡
で
す
・
そ
こ
に
御
祭
神
の
分
け
御
聰

を
お
納
め
し
て
初
め
て
御
神
体
と
な
り
ま
す
。

造
り
を
合
わ
せ
た
様
式
の
神
殿
で
す
。

社
殿
に
隣
接
す
る
神
習
会
館
内
に

は
、
御
霊
様
を
お
祀
り
す
る
霊
殿
、
祈

祷
殿
、
根
場
、
神
宝
展
示
室
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

人
々
の
教
化
に
尽
力
し
ま
し
た
。

明
治
十
五
年
に
は
明
治
天
皇
の
勅
許

に
よ
っ
て
教
派
神
道
の
一
派
、
そ
の
名

も
神
宮
奉
職
中
に
倭
姫
命
か
ら
神
託
に

よ
っ
て
授
か
っ
た
「
神
習
い
の
教
え
」

を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
た
め
桜
神
宮
は

古
式
神
道
の
総
本
山
と
し
て
も
全
国
の

人
々
か
ら
崇
敬
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

内
務
省
を
通
し
て
外
務
省
の
紹
介
に

よ
り
、
明
治
時
代
に
は
珍
し
く
多
く
の

英
米
人
の
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
同
十
六
年
に
は
関
東
八
州
の
御

嶽
先
達
の
強
い
要
望
を
受
け
、
長
野
県

知
輔
の
許
可
と
御
獄
神
社
川
掌
（
沌
・

武
川
・
向
井
の
三
社
家
）
の
承
紺
を
得

て
、
御
撤
三
神
の
御
分
神
を
杣
殿
に
鎮

祭
、
史
に
多
く
の
人
々
か
ら
信
奉
を
得

ま
し
た
。

（
注
）
大
巾
服
家
は
古
辨
記
に
記
さ
れ
て
い
る

あ
め
の
こ
や
ね
の
孔
邑
と

天
係
降
臨
の
際
の
随
神
で
あ
る
天
児
屋
根
命

を
川
神
と
し
、
神
代
よ
り
悔
小
祭
祀
を
司
る

氏
族
。

鮒

ちん か しき ひ わた しん じ

◆鎮火式(火渡り神事）初詣

－年間の家内安全、身体健康、厄除開運、

商売繁昌、交通安全、合格祈願など昇殿祈

願を受け付けております。また、仕事始めに

は､企業、団体､商店などの方の､社運隆昌、

無事故祈願を受け付けております。 柵

鎮火式は「火渡り」とも呼ばれ､春

の大祭に行われます。鎮火式は四隅

を忌竹で囲い､その中に6メートルほど

の炭の道を作り、炭に火をつけます。

そしてお祓いをして塩で清めた後､秘

儀を行い､炭火の上を素足で渡るとい

う神事です。
七蚕＝圭

幼少期の成長を節目節目に感謝し祝うの

が七五三です｡一般に3歳は｢髪置｣と呼び、

男の子女の子､5歳は男の子の「袴着｣、7歳

は女の子の｢帯解｣のお祝いを致します。

郷,減';.駒

初宮詣
たんとぅ しき ゆ た しん じ

◆探湯式(湯すて神事）お子様の誕生後に氏子の仲間入りをご神前に奉告すると共に健やかなる

成長をご神前に祈ります。
探湯式は「探湯（〈わだち)」とも言

い、熱湯を探る式であり、秋の中祭に

行われます。釜の中に水を入れ、下か

ら烈火を焚き、釜の八方に清めの塩を

置きます。お湯が沸朧すると御幣で

｢掛け巻きの神事」を行い、神気をこ

の釜の中にこめて熱湯の精神を追放

します。竹葉を束にしたものを釜の中

に差し入れ、気合いとともにその竹葉

で沸騰している熱湯を全身に注ぎか

け、身体を清め、五体健康を祈念する

神事です。

結婚式
l…I

神様の前にて、婚姻を奉告する儀式です。

伊弊諾尊､伊芙再尊の故実に習い、古式に

則った厳粛な神前結婚式を行います。 I
�丁Ⅱ

N

4��出張祭典

家祓､地鎮地鎮祭、上棟祭､竣工祭、開店清祓､神式葬儀、霊祭ほか

◆社ではお札･お守り･絵馬･おみくじ･破魔矢などご用意しております。


